
の
で
す
が
、
評
価
に
基
づ
く
改
善
が
目
的
で
し
た
の
で
、
評
価
対
象

の
各
事
務
所
管
の
課
長
は
、
計
画
段
階
か
ら
積
極
的
に
関
わ
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
八
名
の
課
長
と
事
務
局
担
当
職

員
と
私
の
一
〇
名
か
ら
な
る
非
公
式
の
検
討
会
議
（
二
〇
〇
四
年
三

月
に
正
式
会
議
と
し
て
規
程
化
）
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
し
か
し
、

当
時
は
今
以
上
に
学
生
か
ら
評
価
を
受
け
る
こ
と
を
懐
疑
的
に
考
え

る
職
員
も
お
り
、
「
学
生
の
一
方
的
か
つ
感
情
的
な
不
満
の
み
が
評

価
票
に
記
載
さ
れ
、
信
頼
で
き
る
評
価
と
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
」、「
教
務
課
、
学
生
課
等
、
学
生
に
対
し
あ
る
程
度
厳
し
く
指
導

す
る
場
合
が
多
い
部
署
は
、
不
当
な
悪
評
価
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
「
そ
も
そ
も
、
授
業
と
違
い
、
事

務
部
門
が
学
生
か
ら
の
評
価
を
受
け
る
こ
と
に
意
味
は
見
出
せ
な
い
。」

と
い
う
極
端
な
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
何
度
も
会
議
を
開

き
議
論
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
「
事
務
部
門
の
サ
ー
ビ
ス
対
象
で

あ
る
学
生
の
意
見
を
広
く
聞
く
こ
と
に
よ
り
、
従
来
に
な
い
視
点
か

ら
の
業
務
改
善
に
役
立
て
る
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
。
不
安
な
点
は
あ

る
が
、
と
に
か
く
で
き
る
限
り
や
っ
て
み
よ
う
。
」
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

会
議
で
の
議
論
に
平
行
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
の
作
成
に
取
り
掛
か
っ

た
の
で
す
が
、
調
査
し
た
範
囲
で
は
、
他
大
学
に
参
考
と
な
る
例
を

見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
「
そ
も
そ
も
学

生
は
職
員
業
務
の
何
を
評
価
で
き
る
の
か
」
か
ら
、
検
討
を
始
め
ま

し
た
。
そ
し
て
何
度
も
検
討
し
た
結
果
、
評
価
項
目
と
し
て
、
ま
ず

窓
口
等
で
の
職
員
の
応
対
を
中
心
に
据
え
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
に
、

各
課
・
室
の
主
な
学
生
サ
ー
ビ
ス
（
Ｗ
ｅ
ｂ
履
修
登
録
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
よ
る
情
報
提
供
、
各
種
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
学
生
支
援
の
た
め
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
講
座
等
）、

各
種
の
配
布
印
刷
物
、
守
衛
室
・
警
備
員
等
業
務
委
託
先
担
当
者
の

応
対
、
清
掃
作
業
等
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
授
業
以
外
の
大
学
運

営
業
務
に
対
し
て
、
で
き
る
だ
け
広
く
学
生
の
満
足
度
が
測
れ
る
調

査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

次
い
で
、
満
足
・
不
満
足
の
理
由
を
ど
う
調
べ
る
か
検
討
し
ま
し

た
。
単
に
学
生
が
満
足
し
た
あ
る
い
は
満
足
し
な
か
っ
た
と
い
う
評

価
だ
け
で
は
、
統
計
と
し
て
の
意
味
は
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
に
運
営
業
務
を
改
善
す
れ
ば
い
い
の
か
が
わ
か
ら
な
い
た
め
、

満
足
・
不
満
足
の
理
由
を
具
体
的
に
知
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
満

足
・
不
満
足
理
由
の
選
択
肢
を
設
定
で
き
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、

適
切
な
選
択
肢
を
ど
う
し
て
も
考
え
つ
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
学
生
が
大
学
運
営
を
ど
う
感
じ
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
が
、
予

想
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
や
む
な
く
、

全
質
問
項
目
の
満
足
・
不
満
足
理
由
を
、
自
由
記
述
に
し
ま
し
た
。

評
価
項
目
、
満
足
・
不
満
足
理
由
の
自
由
記
述
に
、
所
属
学
部
・
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一
学
生
の
目
線
で
大
学
運
営
（
事
務
部
門
）
を
改
善
す
る
た
め

二
〇
〇
二
年
一
〇
月
、
学
長
、
学
部
長
、
庶
務
部
長
を
メ
ン
バ
ー

と
す
る
学
長
・
学
部
長
会
に
お
い
て
、
「
授
業
評
価
と

同
様
に
、
事

務
部
門
に
お
い
て
も
、
学
生
の
目
線
で
改
善
を
図
る
た
め
に
、
学
生

か
ら
の
評
価
を
受
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
検
討
の
結
果
、
私
が
そ
の
実
施
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
一
年
間
の
検
討
を
経
て
、
二
〇
〇
三
年
一
一
月
に
、

第
一
回
の
大
学
運
営
に
関
す
る
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

以
来
、
二
〇
〇
六
年
度
を
除
い
て
五
年
間
に
四
回
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

現
状
で
は
、
い
ま
だ
制
度
と
し
て
十
分
に
定
着
し
た
も
の
と
は
い

え
な
い
状
況
で
あ
り
、
解
決
す
べ
き
課
題
も
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
が
、

こ
こ
に
現
状
を
取
り
ま
と
め
、
読
者
諸
兄
諸
姉
の
ご
参
考
に
供
す
る

次
第
で
す
。

二
手
探
り
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
第
一
回
の
実
施

「
学
生
に
よ
る
事
務
部
門
の
評
価
」
を
実
施
す
べ
く
検
討
を
始
め

る
に
あ
た
り
、
ま
ず
行
っ
た
こ
と
は
、
実
施
計
画
を
策
定
す
る
た
め

の
組

織
作
り
で
し
た
。
評
価
の
実
施
だ
け
な
ら
、
学
長
室
事
務
室

（
自

己
評
価
業
務
を
担
当
）
な
ど
の

既
存
事
務

組
織
で
対
応
で
き
た
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●
事
例
紹
介

●

大
学
運
営
の
評
価
と
改
善
を
目
指
し
て

～
大
学
運
営
に
関
す
る
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施
～

樋
高
博
則

（
桃
山
学
院
大
学
代
表
事
務
部
長
・
庶
務
部
長
）
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■学生課についてお答えください。

Ｑ13 学生課では、学生生活全般および課外活動ならびに学生の自主活動に関する援助
指導業務を行っていますが学生課をどれくらい利用していますか。

回答選択肢 回答数 構成比

① よく利用した 73 6.8%

② たまに利用した 466 43.6%

③ 利用したことがない 521 48.8%

無効データ 8 0.7%

合計 1,068 100.0%

Ｑ14 利用した際の学生課職員の応対はいかがでしたか。

回答選択肢 回答数 構成比

① 大変満足 68 12.6%

② やや満足 96 17.8%

③ ふつう 276 51.2%

④ やや不満 57 10.6%

⑤ 大いに不満 25 4.6%

⑥ わからない 14 2.6%

無効データ 3 0.6%

合計 539 100.0%

大学運営に関するアンケートの自由記述とその対応策

教 務 課

履修登録について

①授業開始から履修登録締切日までの期間が短すぎる（５件）

本学ではご承知のように2002年度よりセメスター制を導入し、多くの科目で週２回の授業となりまし
た。その結果、早期に履修者を決定しなければ、履修科目の確定がされないまま、授業の回数だけ
が消化されてしまうことになります。登録期間内にはいずれの科目も、少なくとも１回は授業を受け
ることができる状況で、かつ登録最終日まで履修変更は可能です。また、ホームページで調査できた
全国の他大学20校では、期間の長い大学で８日間、短い大学では１日というところもあり、平均で
は4.6日でした。本学の７日間の登録期間は、決して短くはないと考えています。

②予備登録を先着順に受け付けることに不満（２件）
③予備登録に長時間かかった（２件）

予備登録にはいくつかの方法があり、大別すると「抽選」「選考」「先着順」があります。いずれの
方法についても、それぞれ長所・短所があります。「先着順」の場合は、長所としてはどうしても履
修したい科目あるいはクラスがある場合、早く並べば必ず履修することができます。「抽選」や「選
考」ですと、運や調査書の内容により、履修したくてもできないことがあります。「先着順」の短所
としては、履修希望の殺到する科目・クラスについては早くから並ばなければならず、特に遠隔地の
学生の皆さんには、不利益が生じることになります。また、今年度の登録から、前日の深夜から並
びだす状態になり、防犯上、健康上からも憂慮する事態となっています。次年度以降は、科目ごと
に適切な登録方法を検討し、なるべく学生の皆さんの負担にならないように改善する予定です。

④印刷ミスのあった予備登録はやり直すべき（１件）

ご迷惑を掛けたことについて、改めてお詫びします。今後は、さらに注意をし印刷ミスがないように
努めます。なお、やむをえない訂正については、判明しだい掲示板およびホームページに掲載しますの
で、できる限り頻繁に、掲示板・ホームページを確認してください。

⑤登録修正理由として、予想と違う講義内容を認めてほしい（１件）

講義計画に記載されている内容と違う授業を担当教員が行った場合は、担当教員にその旨を伝える
か、あるいは教務課までお知らせください。

図表２

図表１
学
科
、
性
別
等
の
回
答
者
属
性
項
目
と
各
課
・
室
等
の
利
用
頻
度
項

目
を
加
え
、
Ａ
４
用
紙
で
一
一
ペ
ー
ジ
、
質
問
項
目
数
五
八
も
の
重

い
ア
ン
ケ
ー
ト
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

配
布
に
つ
い
て
は
、
一
人
で
も
多
く
の
学
生
か
ら
回
答
を
得
た
い

と
考
え
、
全
学
生
を
対
象
に
郵
送
に
て
配
布
し
、
回
収
は
郵
送
あ
る

い
は
複
数
課
窓
口
へ
の
持
参
と
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
質
問
項
目

も
自
由
記
述
も
多
い
、
き
わ
め
て
回
答
を
得
に
く
い
ア
ン
ケ
ー
ト
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
実
施
前
か
ら
、
回
答
率
が
低
く
な
る

の
で
は
と
の
心
配
が
あ
り
ま
し
た
。

第
一
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
二
〇
〇
三
年
一
一
月
に
実
施
し

ま
し
た
。
配
布
数
約
七
〇
〇
〇
、
回
答
数
一
〇
六
八
、
回
答
率
は
約

一
五
・
三
％
で
し
た
。
回
答
率
は
や
は
り
、
予
想
よ
り
低
い
も
の
で

し
た
。
そ
の
後
、
自
由
記
述
を
選
択
肢
に
変
え
、
質
問
数
を
減
ら
す

な
ど
の
改
善
を
行
い
ま
し
た
が
、
回
答
率
は
、
第
二
回
目
一
四
・
六

％
、
第
三
回
目
一
一
・
八
％
、
第
四
回
目
一
二
％
程
度
と
低
い
状
態

に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

三
第
一
回
結
果
の
公
表

二
〇
〇
四
年
二
月
に
、
ま
ず
数
値
集
計
で
き
た
項
目
の
デ
ー
タ
を

速
報
と
し
て
公
表
し
ま
し
た
。
学
生
課
の
二
項
目
の
デ
ー
タ
を
、
図

表
１
に
例
示
し
ま
す
。

数
値
集
計
は
、
比
較
的
早
く
で
き
た
の
で
す
が
、
問
題
は
自
由
記

述
で
し
た
。
自
由
記
述
の
件
数
は
、
最
終
的
に
は
五
四
八
三
件
に
も

達
し
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
整
理
分
類
し
、
さ
ら
に
そ

れ
ぞ
れ
へ
の
回
答
・
対
応
策
を
作
成
す
る
た
め
に
、
非
常
に
多
く
の

日
数
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
速
報
公
表
か
ら
七
ヵ
月
後
の
二

〇
〇
四
年
九
月
末
に
、
よ
う
や
く
自
由
記
述
の
整
理
結
果
と
そ
れ
に

対
す
る
回
答
を
公
表
で
き
ま
し
た
。
教
務
課
の
履
修
登
録
に
関
す
る

回
答
（
抜
粋
）
を
、
図
表
２
に
例
示
し
ま
す
。

第
一
回
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
整
理
・
回
答
作
成
・
公
表
に
あ
た
っ

て
は
、
最
終
的
に
左
記
の
方
針
を
と
り
ま
し
た
。

①
特
定
の
課
・
室
を
対
象
と
す
る
調
査
項
目
の
生
デ
ー
タ
は
、
当
該

課
・
室
の
す
べ
て
の
構
成
員
（
専
任
職
員
、
臨
時
職
員
、
派
遣
職

員
、
契
約
職
員
、
業
務
委
託
先
担
当
者
）
が
必
ず
読
む
。
た
だ
し
、

明
ら
か
に
誹
謗
中
傷
に
当
た
る
も
の
な
ど
は
事
前
に
削
除
す
る
。

ま
た
、
個
人
が
特
定
で
き
る
も
の
に
も
事
前
に
修
正
を
加
え
る
。

②
明
ら
か
に
誹
謗
中
傷
に
当
た
る
も
の
な
ど
を
除
い
て
、
自
由
記
述

の
す
べ
て
の
意
見
・
要
望
に
対
し
、
一
件
ず
つ
丁
寧
に
取
り
扱
い
、

大
学
全
体
と
し
て
あ
る
い
は
所
管
課
・
室
と
し
て
必
ず
回
答
す
る
。

③
大
学
運
営
以
外
に
対
す
る
要
望
・
意
見
（
授
業
に
関
す
る
も
の
が

多
か
っ
た
）
は
、
必
ず
該
当
所
管
等
に
伝
達
す
る
。
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だ
実
現
で
き
て
い
な
い
主
な
も
の
は
、
次
の
二
点
で
す
。
時
間
を
か

け
て
実
現
に
向
け
て
検
討
を
進
め
る
予
定
で
す
。

①
窓
口
受
付
時
間
の
拡
大

②
情
報
セ
ン
タ
ー
開
放
時
間
の
拡
大

前
述
し
た
も
の
以
外
に
も
多
く
の
日
常
的
な
業
務
改
善
が
で
き
て

い
ま
す
。
職
員
の
意
識
も
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
回
答
し
て
く
れ

た
ほ
と
ん
ど
の
学
生
は
、
真
摯
な
姿
勢
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
大
学
か
ら
の
回
答
と
い
う
形
で
、
大
学

の
考
え
を
学
生
に
直
接
伝
え
る
機
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
結
果
、
学
生
に
よ
る
大
学
運
営
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
は
、

大
学
運
営
改
善
に
有
効
に
は
た
ら
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
考
え
て

い
ま
す
。
実
施
に
は
多
く
の
労
力
と
あ
る
程
度
の
予
算
を
か
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
の
価
値
は
あ
る
と
い
え
ま
す
。

五
お
わ
り
に
―
こ
れ
か
ら
の
課
題

で
き
る
だ
け
多
く
の
学
生
か
ら
、
大
学
運
営
に
対
す
る
評
価
を
受

け
、
意
見
・
要
望
を
出
し
て
も
ら
う
こ
と
が
、
よ
り
多
く
の
大
学
運

営
を
改
善
す
る
た
め
の
課
題
を
手
に
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
改
善
の
実
現
を
通
し
て
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る
、
社
会
に

評
価
さ
れ
る
大
学
創
り
に
貢
献
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
配
布
方
法
を
見
直
す

と
と
も
に
、
回
収
実
数
の
向
上
が
今
後
の
課
題
で
す
。

一
方
、
職
員
の
大
学
運
営
改
善
に
対
す
る
意
識
は
、
さ
ら
に
重
要

な
要
素
で
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
開
始
前
に
比
べ
れ
ば
、
か
な
り
向
上
し

ま
し
た
が
、
ま
だ
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
マ
ン
ネ

リ
化
を
避
け
つ
つ
も
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
継
続
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

常
に
学
生
の
評
価
を
意
識
し
て
業
務
に
取
り
組
む
姿
勢
を
維
持
・
強

化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
同
時
に
、
研
修
会
の
実
施
等
に
、
も
っ

と
積
極
的
に
取
り
組
み
、
職
員
の
資
質
・
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と

が
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
第
一
回
か
ら
第
三
回
ま
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
全
結
果
は
、
左

記
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
で
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
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④
数
値
集
計
、
整
理
後
の
自
由
記
述
（
要
望
あ
る
い
は
否
定
的
意
見
）、

回
答
は
す
べ
て
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
て
学
内
外
に
公
表
す
る
。

⑤
評
価
で
き
る
と
い
う
意
味
の
肯
定
的
な
自
由
記
述
（
全
自
由
記
述

の
三
四
・
四
％
）
は
、
運
営
改
善
を
目
的
と
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
趣

旨
か
ら
、
公
表
に
お
い
て
は
あ
ま
り
大
き
く
は
扱
わ
な
い
。

四
現
在
ま
で
の
大
学
運
営
改
善
状
況

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
の
目
的
で
あ
る
大
学
運
営
業
務
の
改
善
は
、
当

初
予
想
し
た
以
上
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。
現
在
ま
で
に
実
現
で
き
た
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で

す
。

①
職
員
の
応
対
等
に
関
す
る
も
の

・
職
員
応
対
に
満
足
し
た
学
生
の
比
率
が
、
教
務
課
で
一
五
・
二

ポ
イ
ン
ト
、
学
生
課
で
七
・
〇
ポ
イ
ン
ト
そ
れ
ぞ
れ
ア
ッ
プ
す

る
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
課
・
室
等
で
満
足
度
上
昇

②
施
設
・
設
備
等
に
関
す
る
も
の

・
直
通
路
線
バ
ス
・
通
学
バ
ス
の
運
行
開
始
お
よ
び
増
便

・
駐
輪
場
の
屋
根
設
置

・
学
生
用
貸
出
個
人
ロ
ッ
カ
ー
（
約
四
〇
〇
台
）
の
設
置

・
情
報
セ
ン
タ
ー
ロ
ッ
カ
ー
の
設
置
（
六
〇
台
）

・
図
書
館
の
学
生
用
パ
ソ
コ
ン
増
設
（
五
〇
台
）

・
就
職
課
学
生
用
パ
ソ
コ
ン
常
設
（
一
〇
台
）

・
図
書
館
閲
覧
用
机
に
間

仕
切
り
設
置

・
自
動
証
明
書
発
行
を
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
方
式
か
ら
現
金
方
式

に
変
更

・
ト
イ
レ
へ
の
液
体
石
鹸
の
設
置

③
そ
の
他

・
移
動
式
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
店
の
新
規
誘
致

・
喫
煙
問
題
検
討
委
員
会
の
設
置
と
屋
内
全
面
禁
煙
・
屋
外
喫
煙

場
所
の
見
直
し
の
実
施

・
学
内
で
の
タ
バ
コ
販
売
の
廃
止

・
窓
口
Ｑ
＆
Ａ
の
Ｗ
ｅ
ｂ
上
へ
の
掲
載

・
シ
ラ
バ
ス
の
Ｗ
ｅ
ｂ
上
へ
の
掲
載

・
情
報
セ
ン
タ
ー
貸
出
パ
ソ
コ
ン
の
貸
出
期
間
延
長
（
一
ヶ
月
間

に
）

現
時
点
で
、
実
現
す
る
こ
と
が
確
定
し
て
い
る
も
の
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

①
食
事
施
設
の
増
設

②
国
際
セ
ン
タ
ー
の
便
利
な
場
所
へ
の
移
転

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置

大
学
と
し
て
、
改
善
検
討
を
回
答
し
た
事
項
で
、
残
念
な
が
ら
ま
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